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情報を正しく効率よく調べ、活用できる子の育成 

－ 小学４年 国語科「食のおすすめリーフレットを作ろう」の実践を通して － 

 

１ 主題設定の理由 

 調べ学習は興味・関心のある内容を子どもたちが主体性をもって取り組むため、学習した内容を深め

るのに有効である。一方で、様々な資料の中から、各自が必要な情報を選び取り、課題解決に向けて情

報をまとめるといった情報収集、分析の力が求められる。また、近年は、インターネットから膨大な資

料が容易に得られるため、正確な情報を要点を整理しながらまとめることが必要とされている。 

子どもたちは、これまでに総合的な学習の時間や国語科、社会科などで図書や資料、インターネット

を使った調べ学習を行ってきた。しかし、意欲的に調べ学習に取り組んで情報を集めようとしても、図

書やインターネットから必要な情報を見つけられなかったり、調べた情報からの丸写しをして調べ学習

を終わってしまったりすることがあった。その結果、新聞作りなどのまとめの段階では調べたいテーマ

から逸れて伝えたいことがはっきりしなかったり、使える情報がなく文章が短すぎて中身のないまとめ

になってしまったりすることがあった。 

 そこで、子どもたちには、図書やインターネットで情報を探すだけの調べ学習から、正しい情報を見

つけ、本当に自分に必要な情報かを吟味したうえでそれらをまとめられるようになってほしいと考えた。

課題の設定から検索、まとめまで自分の力で行い、調べ学習を完結できたという達成感をもたせつつ、

学習指導要領の〔知識及び技能〕の（２）イ「比較や分類の仕方、必要な語句などの書き留め方、引用

の仕方や出典の示し方、辞書や事典の使い方を理解し使うこと」にあるような、情報の選び方、まとめ

方の力を伸ばしていきたい。 

この実践を通して、自分に必要な情報を見極めながら、観点に合った情報収集ができるような調べ学

習ができる力を育てたいと考え、本主題を設定した。 

 

２ 研究の構想 

（１）研究の目標 

 めざす子ども像 

自らすすんで調べ学習に取り組み、効果的に情報を活用することができる子 

 

（２）研究の仮説と手だて 

 

 

 

手だて① 調べ学習ワークシートの工夫 

 ペンタゴンチャート、ＫＷＬ法、Ｘチャートなど、さまざまな思考ツールを使って調べ学習のパタ

ーン化したワークシートを活用する。 

手だて② 「調べ学習のすすめ！」チャートの利用 

 調べ学習チャートを「調べ学習のすすめ！」として配付し、次への見通しをもたせ、より具体的に

取り組めるよう調べ学習のどの段階にいるのか、視覚的に子どもが把握できるようにする。 
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手だて③ テーマの観点をずらさず情報収集できるワークシートの工夫 

 調べた情報が観点からずれないように意識するために、一つ一つの調べた事柄ごとに観点をつけて

メモをしていくワークシートを活用する。 

手だて④ 思考ツールを使った情報の整理 

 観点に合う情報か確認するためにXチャートをもとに制作した思考ツールを使って整理する。 

 

（３） Ａ児について 

Ａ児の実態 願う子どもの姿 

 調べ学習にも意欲をもって取り組めるが、

知りたい情報をまとめられずに、図書の丸写

しになっている。観点と合わない情報もその

ままになっている。 

テーマに合う情報を見つけられるように調べ学習

をしたり、図書やインターネットなど、情報の見つけ

方を工夫したりしてほしい。 

観点に合った情報を正しく選び、作文やリーフレッ

トなどにまとめられるようになってほしい。 

 

３ 研究の実際（実践） 

①調べ学習ワークシートの工夫(手だて１) 

 総合的な学習の時間で、調べ学習をする前に、その事前学

習として、①中央図書館の出前授業、②思考ツールの使い方

の授業を行った。 

①中央図書館の出前授業では、テーマ設定の仕方を思考ツ

ールを使って考える方法と調べ学習の仕方、観点に合うまと

めの大切さを学んだ。授業を通して、調べ学習をするための

テーマ設定の重要さを改めて知ることができた。調べられる

テーマにしなければならないことを知り、「調べられないと思

ったら、途中でも思い切ってテーマを変えることも大切」と

いう講師の話を聞き、「そうなんだ」「気が楽になった」など、

これまで調べ学習に行き詰った経験のある児童からは、これ

までなかった視点を与えられて安心している様子がうかがえ

た。 

その後、総合的な学習の時間で、テーマを決める前に調べ

学習をするための②思考ツールの使い方の授業を行った。そ

こでは、ペンタゴンチャート、ＫＷＬ法、Ｘチャートを一連の

流れとする１枚の調べ学習ワークシートを使い、テーマと調

べる内容を明確にしていく練習を行った。【資料１】 

はじめに、ペンタゴンチャートで大きなテーマに関連して

具体的に何を調べたいのかを明確にした。そこから、KWL法

を用いて、Ｋ（知っていること）、Ｗ（知りたいこと）を書く

ことにより、テーマについて何を知っていて、何を知りたい

かが明確になった。調べる時も、「何を知りたいか」「どんな検

索ワードをいれるか」を記入することにより、実際に調べる

時には、検索ワードがより具体的になったり、選書もしやす

くなったりと、資料を探すことに時間のかかる児童が少なく

［仮説②］ 調べた情報を思考ツールを使いながら観点ごとに整理すれば、観点が明らかになり、

目的に合った情報の活用ができるだろう。 
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【資料１ 調べ学習の一連の流れ】 

① ペンタゴンチャート 

調べるテーマを決める 

② KWLシート（K,Wのみ） 
情報を整理し、調べたいことをはっきりさせる 

④ Xチャートに観点ごとにまとめる 

  →KWLシートの Lに書く 

③ 調べる 
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なった。調べて分かったことを、ただ羅列するのではなく、自分で観点を立ててＸチャートにメモする

ことで、自分の知りたい情報が得られているのか、十分な情報が集まっているのかを確認しながら調べ

ることができた。最後に、Ｘチャートから分かったことを KWL シートのＬ（学んだこと）に書き直す

ことで、自分が最初に知りたかったことと学んだことを比較し、きちんと調べられたのかを確認するこ

とができた。はじめは K や W を書くのも時間がかかったり、検索ワードも文章を入れたり、ホームペ

ージを見てもどの部分を X チャートに記入すればいいか分からずに１つ１つの工程に時間がかかって

いたA児も、この学習をペンタゴンチャートのテーマを変えながら繰り返し行うことで、調べ学習のパ

ターンが分かった。１枚のワークシートの中で完結することで、調べ学習のパターンが明確になり、よ

り観点を意識した調べ学習ができるようになった。 

 

 ②「調べ学習のすすめ！」チャートの利用(手だて２) 

 これまで、調べ学習をするときには、「どこから始めたらよ

いか分からない」、「次に何をすればよいか分からない」、「調

べる内容が吟味されていない」など、一つ一つの活動が切れ

てしまうことがあった。そこで、調べ学習の途中でつまずい

ても、自分で学習の段階を把握し、どの手順で進めればよい

か分かるように、調べ学習チャートを用意した。【資料２】 

国語科「食のおすすめリーフレットを作ろう」の単元では、

自分がおすすめしたい郷土料理を調べる際に調べ学習チャ

ートの表を掲示し、活用した。今、自分がチャートのどのあ

たりにいるのかを確認し、困ったらどうすればよいかを考え

ることで、自分からすすんで調べ学習に取り組めるようにし

た。 

学校司書の協力により、多くの図書資料を用意したことも

あり、資料がない時はすぐに切り替えて他の図書資料を探し

たり、どうしても事例にあう情報が見つからない時は小テー

マを変更したりするなど、より効率的に情報を探せるように

した。資料が少なかったり、情報を見つけられなかったりし

た時はどうしたらいいのか、「調べ学習チャート」で確認して

いたので、子どもたちはスムーズに調べ方を変えたり、検索

の言葉を吟味したり、もっと紹介に適した理由がないかと考

えたりすることができた。Ａ児は調べ学習の振り返りの中で

自分の集めた情報がもっとあったほうがいいことに気が付

き、次回また資料を集めたいと考え、調べ学習に主体的に取

り組む姿が見られた。【資料３】 

 

③調べる観点を明らかにするワークシートの工夫(手だて３) 

 国語科「食のおすすめリーフレットをつくろう」の単元では、「おいしさが伝わるリーフレットを作っ

て 3年生にしょうかいしよう」という学習目標を立てた。おいしさをきちんと伝えるために、自分がお

すすめする理由（観点）とその事例（情報）を、リーフレットに書く活動を行う。そのためには、集め

た情報を取捨選択し、自分の言葉で簡潔にまとめる力が必要である。 

総合的な学習で環境について調べ学習を行う時に、調べたことを短冊型の情報カードに納まるように

書くようにした。しかし、調べていくうちに観点がテーマとずれていたり、資料の丸写しになってまと

まりがなかったりした。また、字を小さくして枠の中にたくさんの情報を書く児童もいた。 

 そこで、次に調べ学習をした国語科「くらしの中の和と洋」では、「観点」と「調べた結果」をひとま

【資料２ 調べ学習チャート】 

 けっこう資料は足りてるけど、おい

しさと見た目を、あわせて４つ書きた

いと思ったので、もっと資料を集めた

いと思いました。 

【資料３ Ａ児の振り返り】 
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とまりにした情報カードにし、調べ

た内容は短い文でまとめられるよ

うに、枠は小さめのものにした。 

A 児は、総合の環境の調べ学習の

時は、必要のないことを羅列し、情

報カードの中に何文も書いていた。

【資料４】「くらしの中の和と洋」で

は、必要ではない情報もあるもの

の、少しずつ要点をしぼって短くま

とめることができるようになって

きた。【資料５】さらに、「食のおす

すめリーフレットを作ろう」では観

点に合うことだけをまとめられる

ように、さらに枠を小さくして２段

に区切った。これにより、A児は調

べたことを要点を絞って短くまと

めることができるようになった。

【資料６】 

また、観点を一緒に書くことで、

常に観点を意識し、調べ学習を進め

ることができた。そして、短く簡潔

に書くことができるようになったた

め、調べた情報を見返すことが容易

になり、自分で観点とのずれを修正

し、情報収集することができるよう

になった。【資料７】 

 

 

④思考ツール（Ｘチャート）を使った情報の整理１（手だて４） 

 集めた情報を観点ごとに整理するために、X

チャートを用いたワークシート（まとめの広

場）を活用した。観点１（おすすめの理由１）、

観点２（おすすめの理由２）、知識の泉（観点

とずれているもの）、まいご（どこに分類した

らよいか分からないもの）の４つの部屋に分

け、情報カードは、付箋のようにつけ直しがで

きるようにすることで、何度も考え直しをし、

貼り替えることができるようにした。 

中央図書館の出前授業でも、観点と違うもの

はまとめに使えないと学習していたので、子ど

 

 

 

 

 
 

 

 

【資料５ 「くらしの中の和と洋」の調べ学習ワークシート。テ

ーマからずれた内容も書いている。（取り消し線は手だて４で記

入）】 

調べたいこととずれないようにすることを気を付けました。理由からずれないようにやりました。け

ど少しちがうのを書いてるのがあったので気をつけようと思いました。 

【資料７ Ａ児の振り返り】 

 

 

 

 

 
【資料４ 総合的な学習の調べ学習。「どうやってリサイクル
するのか」というテーマと違うものがあったり、情報が多すぎ
たりしている】 

 

 

 

 

 
 

【資料６ 「食のおすすめリーフレットを作ろう」のワークシー
ト。観点からずれずに短くまとめられている】 

 

 

 

【資料８ 観点にカードが１つしかなく、情報が足り

ないＢ児】 
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もたちはリーフレットに書く内容をきちんと吟味したいと考えていた。 

A 児は、おすすめの食に伊勢うどんを選び、観点を①おいしい、②見た目がいい、とし、集めた情報

を分類していった。分類に迷う情報カードが何枚かあったが、一つ一つどの部屋に分類できるかを考え

ていくうちに、正しく分けることができていった。 

その中には、観点とずれている「知識の泉」に分類されるものが何枚かあった。Xチャートを使って

分類することで、観点に合わせて情報の取捨選択ができた。 

 また、情報を整理したことで、観点に合った情報が少ないことに気付き、このままではリーフレット

を作れないので、調べ直したいと考える子どもたちもいた。【資料８】 

追加の調べ学習では、子どもたちは、より目的意識をもって、観点にあった情報収集に臨むことがで

きた。 

 

⑤思考ツールを使った情報の整理２（手だて４） 

 「まとめの広場」で整理した情報

を、より効果的にリーフレットに

活用するために、さらに情報の取

捨選択を行った。リーフレットを

使って 3 年生におすすめの食につ

いて伝えることを再度確認し、一

つ一つの情報を見比べていくと、

「なんだか情報がごちゃごちゃし

ていて分かりづらい」、「3年生にお

いしさが伝わるかなあ」とより伝

わりやすいリーフレット作りを意

識するようになった。そこで、モデル文を使って一

つ一つの情報を、より分かりやすくまとめるために

どうしたらよいか話し合った。「似ている内容だか

ら、一つにまとめた方がよい」「観点とずれている余

分な説明は、なくした方がよい」「この言葉は 3 年

生には難しいから分かりやすくした方がよい」な

ど、複数の情報カードを1つにまとめたり、情報カ

ードの一つ一つの内容を簡潔にしたりすることが、

伝えたいことが伝わるリーフレット作りにつなが

ることに気付くことができた。【資料９】 

 A 児は、伊勢うどんの「見た目がいい」という観

点の事例として「具材が多い」ことを調べていた。

まとめるなかで、具材について、いくつかの枠にま

たがって書いていることに気付き、一つにまとめた

方がいいと考え、情報カードに赤で書き込んでい

た。【資料１０】 

 個人でまとめの広場を確認した後に、ペアで再度

見直し、「まいご」のカードの位置を考えたり、第3

者から見て観点がずれていたり、言葉が分かりにく

かったりしたところなど、自分では気付かなかった

ところなどを教えてもらうことができた。【写真１】 

指摘されたことを修正することで、観点と情報が一

 

【資料９ 学級でまとめたモデル文と、まとめのポイント】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真１ペアで情報の整理をするＡ児（右）】 

 

 

［ 

 

 

［ 

【資料１０ 見直した A児のまとめの広場】 
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致し、より相手を意識した情報の整理ができ、リーフレット作りにつなげることができた。【資料１１】 

出来上がった

リーフレット

【資料１２】に

ついて、感想と

いう形で 3 年生

に評価してもら

った。A児は、目

的をもって情報

を収集、整理し、

まとめること

が、効果的に情

報を活用するた

めに大切である

と実感した。【資

料１３】 

 

 

４ まとめ（成果と課題） 

（１）成果 

Ａ児は「食のおすすめリーフレットを作ろう」の単元の振り返りで「観点からずれないように書くのは

むずかしかったけれど、勉強になった。５年生でも調べ学習ですばやく調べられるようにしたいと思っ

た」と調べ学習に自信をもち、これからも自らすすんで取り組もうという意欲をもつことができた。リ

ーフレット作りのあとに行った、社会科「愛知県のガイドマップを作ろう」の単元の調べ学習でも、自

分で観点を決め、必要な情報を選び、スムーズにまとめることができた。子どもたちは、この実践を通

して、見通しをもって調べ学習ができるようになったことで、調べたい情報を効率的に調べ、取捨選択

し、効果的に活用することができる力が付いたと考える。 

 

（２）今後の課題 

調べ学習を始める前に、調べ学習の仕方について学習した時に、インターネットの情報は信用できな

いものがあることを押さえ、その信憑性を考えて調べ学習をするように指導をした。しかし、調べ学習

を進めるうちに、その点が疎かになり、情報源の信憑性や真偽まで考えて情報収集することができてい

なかった。これからは、より正確で新しい情報を選んでいけるように、誰が、どんな意図で発信した情

報かも吟味したうえで調べ学習をできるようにしたい。 

となりの席の子と見合う時に、いせうどんなのにきしめんのことを書いていたら教えてくれたりしたの

で良かったです。次は３年生においしさが伝わるリーフレットを作りたいです。 

【資料１１ Ａ児の振り返り】 

調べ学習で気をつけた、観点、事例を勉強したり調べたりして、大変だったので、３年生においしさが

伝わって、うれしかったです。観点からずれないように書くのはむずかしかったけど、勉強になってよ

かったです。 

【資料１３ Ａ児の単元の振り返り】 

【資料１２】できあがったＡ児のリーフレット 


